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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

機
会
が
増
え
、そ
の
取
扱
い
に
起

因
す
る
火
災
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。次
の
ポ
イ
ン
ト
に
心
が

け
て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
か
ら
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
な
ど
を
守
る
た
め

に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。問

合
先
消
防
本
部
予
防
課

32-

３
０
２
７

消
し
た
は
ず

決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度

11
月
９
日
〜
15
日
は「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

●受講しましょう！
第２回甲種防火管理新規講習

消防法で定められた一定規模以上の旅館、
ホテル、店舗、飲食店などに選任が必要な防火
管理者の資格取得講習会を開催します。
参加資格 防火対象物に勤務し、監督的な立
場にある方
期日 11月17日㈭～18日㈮

※２日間の受講が必要
時間 午前９時30分～午後４時（２日間とも）
場所 丹生川支所（丹生川町坊方）
定員 80人程度（超えた場合は選考）
参加料 1,600円（テキスト代）
申込方法 11月14日㈪までに高山消防署、各
分署、出張所へ申込書を提出。または

申　込
問合先

消防本部予防課
　32-3027　FAX35-3599

おむつ使用者（要介護高齢者及び障がい者世帯、子育て世帯）
に対する無料可燃ごみ処理券の追加配付

在宅介護支援 子育て支援障がい支援

世帯状況

配付条件
配付回数
※おむつ使用
者１人につき

配付数量

必要書類等

手続き

申請・問合先

おむつを常時使用してい
る高齢者を介護している
世帯

申請書におむつを使用し
ていることの証明（民生
委員、ケアマネジャーま
たは、包括支援センター
職員の署名・押印）のほ
か、必要事項を記入、押印
のうえ提出
高年介護課または
各支所地域振興課
　35-3181

おむつ使用の子どもを養育
する世帯

年間１回

20枚（２シート）

申請書・印鑑

申請書に必要事項の記入、
押印のうえ提出

子育て支援課または
各支所地域振興課
　35-3140

障がいにより、おむつを
使用している65歳未満
の障がい者世帯

申請書におむつを使用し
ていることの証明（市職
員、関係機関の署名・押
印）のほか、必要事項を記
入、押印のうえ提出

福祉課または
各支所地域振興課
　35-3139

年度初めに配付された一般家庭用の可燃ごみ処理券を使いきっていること
年間２回
※２回目の追加配付には、１回目の追加配付のごみ処
理券を使いきっていることが条件
１回につき20枚（２シート）
（年間２回で40枚が限度）
申請書（※おむつを使用していることの証明が必要）・
印鑑

内容
支援区分

　市では、紙おむつを常時使用している高齢者や障がい者を介護している世帯、紙おむつを使用している
子どもを養育する世帯に対し、「可燃ごみ処理券」を使い切って不足する場合に、追加配付しています。該当
する方で必要な方は申請してください。


